
 　村民の皆さまには、日頃から村政の推進にご理解とご協力をいただき、厚くお礼申しあげます。　

 　佐那河内村では、すべての村民の人権が尊重される村をめざし、様々な取組を進めています。 　

　今回、ご協力をお願いいたします「人権に関する村民意識調査」は、私たちのまわりにある様々な人権問題

などについて、皆さまの率直なお考えをお聞きし、今年度中に集約・分析し、結果については村の広報誌等

により、報告させていただきます。

　また結果は、これからの佐那河内村における人権尊重を基本とした”むらづくり”に反映させます。

　今回の調査は、佐那河内村にお住まいの１６歳以上の方の中から無作為抽出により３５０人を選び、行うもの

 で、あなたを回答者の一人に選ばせていただきました。

　調査は無記名でお願いしますので、個人の回答内容が分かることはなく、また、この調査の目的以外に使用

することもありません。

　突然のお願いで誠に恐縮ですが、調査にご協力いただきますようお願い申しあげます。 

 ◆必ず封筒のあて名のご本人が回答ください。

 ◆回答は、調査票の該当する番号を○で囲んでください。

 ◆回答いただいた「調査票」用紙は、無記名のまま、同封の返信用封筒（  切手は不要です）に入れ、

   令和　元年　８月　３０日（金）    までに郵便ポストへ投函してください。 

                      電話　０８８－６７９－２１１４

人権に関する村民意識調査

【調査へのご協力のお願い】

令 和 元 年 ８ 月

佐 那 河 内 村

回答方法

この調査に関するお問い合せは下記までお願いします。

《 お問い合せ先 》
佐那河内村役場　住民税務課　人権啓発担当



○　あなたの性別（戸籍上）

　　１　男

　　２　女

○　あなたの年齢は（令和元年８月３０日現在の満年齢）

　　１　１６～２５歳

　　２　２６～３５歳

　　３　３６～４５歳

　　４　４６～５５歳

　　５　５６～６５歳

　　６　６６～７５歳

　　７　７６歳以上

○　あなたの職業は

　　１　農林水産業従事者（家族従事者を含みます）

　　２　自営業（家族従事者を含みます）又は自由業

　　３　民間組織の経営者等

　　４　民間組織の従業員

　　５　公務員（公団、公社などの職員を含みます）

　　６　家事専業

　　７　学生（受験勉強中の方を含む）

    ８　その他

    ９　職業についていない

それでは、次のページからアンケートの

ご協力をよろしくお願いいたします。

最初にあなた自身のことについておうかがいします。
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人権とは

【人権意識】

 人権を身近なものと感じていますか。（○は１つだけ）

　　１　非常に身近に感じる

　　２　身近に感じる

　　３　どちらとも言えない

　　４　身近に感じない

　　５　まったく身近に感じない

　　６　わからない

 人権に関することについて、どのようにお考えですか。（○はそれぞれ１つだけ）

強く どちらとも そうは まったく

そう思う 言えない 思わない 思わない

　①人権は、一部の人の問題ではなく、自分

　　 自身も含むすべての村民の問題である。

　②自分の権利ばかりを主張して、他人の人

　　 権を考えない人が増えてきている。

　③ここ数年で、村民の人権への関心は高く

　　 なってきている。

 人権に関する問題について、特に関心のあるものはどれですか。　（５つ○をつけてください。）

　　　

　　１　同和問題(部落差別問題)

　　２　女性に関する問題

　　３　子ども（＊１）に関する問題

　　４  高齢者に関する問題

　　５　障がい者に関する問題

　　６　アイヌの人々に関する問題

　　７　外国人に関する問題

　　８　ハンセン病回復者に関する問題

　　９　ＨＩＶ（エイズウイルス）感染者等に関する問題

   10　刑を終えて出所した人に関する問題

   11　犯罪被害者等に関する問題

   12　インターネットによる人権侵害の問題

   13　北朝鮮当局による拉致被害者及びその家族の人権問題

問　１

問　２

そう思う

問　３

誰 も が 生 ま れ な が ら に 持 っ て い る 、 誰 か ら も 侵 さ れ る こ と の な い 基 本 的 権 利 で す 。

人権に関する村民意識調査

人 権 と は 、 「 人 が 人 ら し く 生 き て い く た め に 社 会 に よ っ て 認 め ら れ て い る 権 利 」 で あ り 、
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   14　ホームレスに関する問題

   15　性同一性障害者や同性愛者などのＬＧＢＴ（＊２）に関する問題

   16　東日本大震災被災者及び東京電力福島原発事故に伴う被爆者にかかる風評被害等に

　 　 　関する問題

   17　その他　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

   18　特にない

　　　　　　（＊１）子ども：子どもの権利条約に基づいて、18歳未満すべての人

　　　　　　（＊２）ＬＧＢＴ：Ｌはレズビアン(Lesbian 女性同性愛者)、Ｇはゲイ(Gay 男性同性愛者)、

　 　　　　　　　Ｂはバイセクシュアル(Bisexual 性的指向が「女性」「男性」のどちらにも向いている人)、

　　　　　　　Ｔはトランスジェンダー(Transgender 心と体の性が一致しない人)をそれぞれ表しています。
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【人権侵害】

今までに自分の人権が侵害されたと思った（感じた）ことがありますか。（○は１つだけ）

　　１　ある 問４－１、２へ

　　２　ない 問５へ

　　３　わからない 問５へ

問　４－１　　問４で１を選ばれた方にお尋ねします。

　　どのようなことで人権が侵害されたと思い（感じ）ましたか。（○はいくつでも）

　　１　あらぬうわさや悪口などによる名誉や信用の侵害

　　２　公的機関や企業などによる不当な扱い

　　３　地域でのなかまはずれ、無理強いなど

　　４　家庭での暴力や虐待

　　５　人種、信条、性別、社会的身分又は門地による政治的、経済的、社会的関係における差別

　　６　プライバシーの侵害

　　７　職場でのいじめ・嫌がらせ（パワーハラスメント）

　　８　性的嫌がらせ（セクシュアル・ハラスメント）

　　９　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

   10  わからない

問　４－２　　問４で１を選ばれた方にお尋ねします。

　　どのように対応しましたか。（○はいくつでも）

　　１　友だち、同僚、上司に相談した

　　２　家族、親戚に相談した

　　３　常会長や民生委員・児童委員に相談した

　　４　法務局、人権擁護委員に相談した

　　５　公的機関（県・村）に相談した

　　６　警察に相談した

　　７　弁護士に相談した

　　８　民間団体に相談した

　　９　相手に抗議するなど、自分で解決した

　 10　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

   11  何もしなかった

問　４
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【同和問題】

問　５ 「同和問題あるいは部落差別問題」と言われる人権問題を知っていますか。（○は１つだけ）

　　１　よく知っている

　　２　少しは知っている 問５－１へ

　　３　聞いたことがある

　　４　まったく知らない 問６へ

問　５－１　　問５で１、２、３のいずれかを選ばれた方にお尋ねします。

　　同和問題のことを、どのようにして知りましたか。（○は１つだけ）

　　１　祖父母から聞いた

　　２　父母から聞いた

　　３　その他の家族から聞いた

　　４　親戚の人から聞いた

　　５　近所の人から聞いた

　　６　職場の人から聞いた

　　７　友だちから聞いた

　　８　学校の授業で教わった

　　９　テレビ、ラジオ、映画、新聞で知った

　 10　SNS等のインターネットで知った

   11　書籍で知った

   12　講演会や研修で知った

   13　村や県の広報誌や冊子で知った

   14　はっきりしない

   15　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問　６　 すべての方にお尋ねします。

結婚や就職などで同和地区と呼ばれる地域出身の人かどうかの身元調査を行うことについて

どう思いますか。

（○は１つだけ）

　　１　みんながやっているからやむを得ない

　　２　必要なことだ

　　３　必要ない

　　４　わからない
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問　７ すべての方にお尋ねします。

仮に、次のような立場に立ったとしたら、あなたはどうしますか。（○はそれぞれ１つだけ）

① あなたの家族が結婚しようとする相手が、同和地区と呼ばれる地域出身の人とわかった場合

　　１　たとえ家族や親戚の反対があっても、反対する人を説得するなどして、結婚できるように

　　　　応援すると思う

　　２　本人の意思を尊重し、結婚に賛成すると思う

　　３　不安であるが、本人の意思が強ければしかたがないと思う

　　４　家族や親戚の反対があれば、結婚を考え直すように説得すると思う

　　５　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　６　わからない

② あなたが結婚しようとする相手が、同和地区と呼ばれる地域出身の人とわかった場合

　　１　自分の意思を貫いて結婚する

　　２　家族や親戚の反対があれば結婚しない

　　３　わからない

③ あなたの職場や近所の人が、同和地区と呼ばれる地域出身の人とわかった場合

　　１　これまでと同じように、親しくつきあうと思う

　　２　つきあうことは変わらないが、何となく気をつかうと思う

　　３　表面的にはつきあうが、できるだけつきあいはさけていくと思う

　　４　つきあいはやめてしまうと思う

　　５　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　６　わからない

④ あなたの親しい友人が、同和問題について強い偏見をもっていることがわかった場合

　　１　その友人の偏見をただすように、努力すると思う

　　２　誤りは指摘するが、それ以上の努力はしないと思う

　　３　特に何もしないと思う

　　４　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　５　わからない

問　８ 同和問題に関することで、次のような問題があります。人権上、どれが深刻な問題だと

思いますか。（○は３つまで）

　　１　結婚に周囲が反対する

　　２　就職・職場で不利な扱いをする

　　３　差別的な発言をする 　　※　次ページにつづく
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　　４　差別的な落書きがある

　　５　結婚や就職などの際に身元調査を行う

　　６　インターネット上に差別的な情報を掲載する

　　７　同和地区と呼ばれる地域住民との交流や交際を避ける人がいる

　　８　同和問題の理解不足につけ込み、高額図書を売りつけるなどの「えせ同和行為」（※３）が

　　　　横行している

　　９　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　 10　特に問題はない

　 11　わからない

問　９ 同和問題の解決のためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○は３つまで）

　　１　同和問題に対して理解を深める教育・啓発活動を推進する

　　２　同和問題について、自由な意見交換ができる環境をつくる

　　３　「えせ同和行為」（＊３）を防止する取組を充実する

　　４　同和問題についての人権相談体制を充実する

　　５　同和問題や差別のことを口に出さないで、そっとしておく

　　６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　７　特に必要なことはない

　　８　わからない

　　　　　　（＊３）えせ同和行為:「同和問題はこわい問題である」という人々の誤った意識に乗じ、例えば、同和問題に対する理解が

　　　　　　　　足りないなどという理由で、難癖を付けて高額の書籍を売りつけるなど、同和問題を口実にして、会社・個人や官公署な

　　　　　　　　どに不当な利益や義務のないことを求める行為を指します。えせ同和行為は、国民に同和問題に関する誤った意識を

                　植え付ける原因となっています。（出典：法務省HP「『えせ同和行為』を排除するために」―「えせ同和行為」とは）
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【女性の人権】

問　１０ 女性に関することで、次のような問題があります。人権上、どれが深刻な問題だと思いますか。

（○は３つまで）

　　１　固定的な性別役割分担意識（「男は仕事、女は家庭」など）

　　２　職場における昇給や昇進などの待遇の違い

　　３　家事・育児や介護などを男女が共同して行う社会の仕組みの未整備

　　４　ドメスティック・バイオレンス（夫や恋人からの暴力）

　　５　職場や学校におけるセクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）

　　６　ストーカー（つきまとい）、痴漢行為

　　７　インターネットを介したリベンジポルノ（＊４）

　　８　買春、援助交際

　　９　アダルトビデオ、ポルノ雑誌などの性の商品化

　 10　内容に関係がなく女性のヌードや水着姿を掲載した雑誌や広告

   11　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

   12　特に問題はない

   13　わからない

　　（＊４）リベンジポルノ（復讐ポルノ）：離婚した元配偶者や別れた元交際相手が相手から拒否されたことの仕返しに、相手の

　　　　写真や動画など、相手が公開するつもりのない性的画像を無断でネットの掲示板などに公開する行為。

　　　　

問　１１ 女性の人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○は３つまで）

　　１　男女同権の考えに基づいた教育・啓発活動を推進する

　　２　結婚、出産、育児、介護にかかわらず、女性が仕事を続けられるような環境を企業や事業

　　　　所がつくる

　　３　企業や事業者が採用や昇進などにおいて、男女の扱いを平等にする

　　４　行政が行う政策・方針決定に男女が平等に決定権を行使できる

　　５　性を理由とする犯罪の取締りや罰則を強化する

　　６　女性のための人権相談体制を充実する

　　７　マスコミ等が紙面、番組、広告などの内容に配慮する

　　８　男女が共に社会の担い手であるという共同参画の視点から、慣習やしきたりの見直しを行う

　　９　妊娠、出産等に関する健康支援を充実する

　 10　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

   11　特に必要なことはない

   12　わからない
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【子どもの人権】

問　１２ 子どもに関することで、次のような問題があります。人権上、どれが深刻な問題だと思いますか。

（○は３つまで）

　　１　保護者による子どもへの暴力や育児放棄（ネグレクト）などの児童虐待

　　２　大人が子どもの意見を聞かず、自分の意見を子どもに強制すること

　　３　「子どもだから」という理由で、子どものプライバシーを尊重しない

　　４　子どもによる暴力やなかまはずれ、無視などのいじめ

　　５　教師による言葉の暴力や体罰

　　６　不審者によるつきまといなど、子どもの安全をおびやかす行為

　　７　児童買春、児童ポルノ

　　８　暴力や性など、子どもにとって有害な情報の氾濫

　　９　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

   10　特に問題はない

   11　わからない

問　１３ 子どもの人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○は３つまで）

　　１　子どもが健やかに育つよう、愛情豊かな家庭をつくる

　　２　子どもの人権について理解を深める教育・啓発活動を推進する

　　３　子どもにとって何が最も良いことなのかを常に考える

　　４　子どもの思いや考えが大切にされるなど子どもの個性や自主性を尊重する

　　５　自分を大切にし、他人を思いやる心を持った子どもを育てる

　　６　学校において、いじめ防止の取組を強化する

　　７　教師に対する研修を充実する

　　８　家庭、学校、地域の連携を強め、社会全体で子どもを育てる

　　９　企業や事業所が子育てしやすい職場環境を作る

   10　子どもへの人権侵害に対して法的取締を強化する

   11　子ども自身が安心して話ができる相談体制づくりを充実する

   12　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

   13　特に必要なことはない

   14　わからない
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【高齢者の人権】

問　１４ 高齢者に関することで、次のような問題があります。人権上、どれが深刻な問題だと思いますか。

（○は３つまで）

　　１　経済的な自立が困難である

　　２　仕事やボランティアなどを通して自分の能力を発揮する機会が少ない

　　３　高齢者を子ども扱いやじゃま者扱いし、意見や行動を尊重しない

　　４　判断能力が十分でない高齢者をねらった詐欺などの犯罪が多い

　　５　家族や介護者が嫌がらせや虐待をする

　　６　病院や福祉施設において劣悪な扱いや虐待をする

　　７　建物の階段や道路の段差など、外出先での不便が多い

　　８　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　９　特に問題はない

   10　わからない

問　１５ 高齢者の人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○は３つまで）

　　１　高齢者が能力や知識、経験を生かして活躍できるよう、就業機会、生涯学習やボランティア

　　　　活動の機会を増やす

　　２　高齢者に対する理解と関心を深める教育・啓発活動を推進する

　　３　幅広い分野で高齢者と他の世代との交流を促進する

　　４　高齢者をねらった犯罪の防止など、高齢者の安全や権利を守る取組を強化する

　　５　高齢者に対する虐待などの防止策を徹底する

　　６　建物の階段や道路の段差を解消するなど、バリアフリーを進める

　　７　高齢者のための人権相談体制を充実する

　　８　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　９　特に必要なことはない

   10　わからない
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【障がいのある人の人権】

問　１６ 障がいのある人に関することで、次のような問題があります。人権上、どれが深刻な問題だと

思いますか。（○は３つまで）

　　１　就職・職場で不利な扱いをする

　　２　スポーツ活動や文化活動に自由に参加できない

　　３　判断能力が十分でない障がいのある人をねらった詐欺などの犯罪が多い

　　４　病院や福祉施設において劣悪な扱いや虐待をする

　　５　建物の階段や道路の段差など、外出先での不便が多い

　　６　店や施設の利用、乗車など、サービスの提供を拒否する

　　７　障がいのあるなしによって、受けることのできる情報に大きな差がある

　　８　じろじろ見たり、避けたりする

　　９　結婚に周囲が反対する

   10　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

   11　特に問題はない

   12　わからない

問　１７ 障がいのある人の人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思いますか。

（○は３つまで）

　　１　障がいのある人への理解と関心を深める教育・啓発活動を推進する

　　２　障がいのある人に対する日常生活への合理的配慮（＊５）を充実する

　　３　障がいのある人が仕事に就く場所や機会をつくる

　　４　障がいのある人に対する虐待などの防止策を徹底する

　　５　ユニバーサルデザイン（誰もが利用できるものと言う意味）を採り入れた社会環境の整備を

　　　　進める

　　６　建物の階段や道路の段差を解消するなど、バリアフリーを進める

　　７　障がいのある人をねらった犯罪の防止など、障がいのある人の権利や生活を守る制度を

　　　　充実する

　　８　障がいのある人のための人権相談体制を充実する

　　９　障がいのある人とない人との交流を促進する

　 10　障がいのある人が積極的に意見を述べる機会を充実する

   11　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

   12　特に必要なことはない

   13　わからない

　　　　　　　範囲で、社会的障壁を取り除くために必要な便宜のこと（障害者権利条約第２条）

　　（＊５）合理的配慮：障がいのある人から何らかの助けを求める意志の表明があった場合、適度な負担になり過ぎない
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【外国人の人権】

問　１８ 外国人に関することで、次のような問題があります。人権上、どれが深刻な問題だと思いますか。

（○は３つまで）

　　１　外国の生活習慣や文化などへの理解が不足していて、地域社会への受入れが十分でない

　　２　就職や仕事の内容、待遇などで、不利な扱いをしている

　　３　店や施設の利用、サービスの提供を拒否する

　　４　アパートなどの住宅への入居が困難である

　　５　じろじろ見たり、避けたりする

　　６　国籍を理由に、結婚に周囲が反対する

　　７　本名を使用することによって差別や不利益を受けることがあるため、やむを得ず通称名を

　　　　使う人がいる

　　８　災害時に避難所等において不利な扱いを受ける

　　９　偏見による差別的発言・主張（ヘイトスピーチ（＊６））

   10　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

   11　特に問題はない

   12　わからない

　　（＊６）ヘイトスピーチ（増悪表現）：人種、出身国、民族、宗教など自分から主体的に変えることが困難な事柄に基づいて、

　　　　個人または集団を攻撃、脅迫、侮辱する発言や行動のこと

問　１９ 外国人の人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○は３つまで）

　　１　国際理解・国際協調・多文化共生の関心を深める

　　２　不法な就労や雇用などに対する取締りや罰則を強化する

　　３　外国人のための人権相談体制を充実する

　　４　外国人が安心して生活できるように、外国語でも情報を提供する

　　５　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　６　特に必要なことはない

　　７　わからない
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【インターネットによる人権侵害】

問　２０ インターネットを悪用した人権侵害で、次のような問題があります。人権上、どれが深刻な

問題だと思いますか。（○は３つまで）

　　１　他人を誹ぼう中傷・信用失墜・名誉き損等する表現や差別を助長する表現など人権を侵害

　　　　する情報を掲載すること

　　２　出会い系サイトなど犯罪を誘発する場となっていること

　　３　捜査の対象となっている未成年者の実名や顔写真を掲載すること

　　４　リベンジポルノに関すること

　　５　児童ポルノが存在すること

　　６　個人情報の流出などの問題が多く発生していること

　　７　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　８　特にない

　　９　わからない

問　２１ インターネットを悪用した人権侵害の解決のためには、どのようなことが必要だと思いますか。

（○は３つまで）

　　１　インターネット利用者やプロバイダ（＊７）等に対して、個人のプライバシーや名誉に関する

　　　　理解を深めるための教育・啓発活動を推進する

　　２　プロバイダや掲示板等の管理者に対して、情報の停止・削除を求める

　　３　インターネットにより人権侵害を受けた人のための相談体制を充実する

　　４　「表現の自由」にもかかわる問題であり、規制すべきでない

　　５　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　６　特に必要なことはない

　　７　わからない

　　（＊７）プロバイダ：インターネットに接続する通信回線を提供する業者
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【人権尊重社会実現への取組】

問　２２ 人権に関する講演会などへ参加したことがありますか。

　　１　ある 問２２－１、２へ

　　２　ない 問２２－３へ

問　２２－１　問２２で１を選ばれた方にお尋ねします。

　 参加した講演会等はどちらの主催のものでしたか。（○はいくつでも）　

　　１　国、県、市町村主催の講演会・研修会

　　２　学校やPTA、教育委員会主催の講演会・研修会

　　３　自治会・婦人会等の主催の講演会・研修会

　　４　会社や労働組合等での研修会

　　５　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問　２２－２　　問２２で１を選ばれた方にお尋ねします。

 　　その内容について、どのように評価しますか。（○は１つだけ）

　　１　人権問題の理解が深まり、今後できるかぎりのことをしようと思った

　　２　人権問題について多少は知ることができた

　　３　内容がむずかしすぎて、よくわからなかった

　　４　いつも同じような内容である

　　５　内容がものたりなかった

　　６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　７　わからない

　　８　こんなことをしても役立たないと思った

問　２２－３　　問２２で２を選ばれた方にお尋ねします。

 　　どのような理由から参加しませんでしたか。（○は１つだけ）

　　１　講演などが開かれていることを知らなかった

　　２　人権問題のことは、よく知っている（参加するまでもないと思う）

　　３　参加しようと思ったが、やむをえない事情のため参加できなかった

　　４　人権問題に関心がない

　　５　覚えていない

　　６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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問　２２－４　　すべての方にお尋ねします。

 　　今後どのような人権課題に関する内容ならば参加したいと思いますか。

　　 （５つ○をつけてください）

　　１　同和問題 (部落差別問題)

　　２　女性に関する問題

　　３　子どもに関する問題

　　４　高齢者に関する問題

　　５　障がい者に関する問題

　　６　アイヌの人々に関する問題

　　７　外国人に関する問題

　　８　ハンセン病回復者に関する問題

　　９　HIV(エイズウイルス）感染者等に関する問題

　 10　刑を終えて出所した人に関する問題

   11　犯罪被害者等に関する問題

   12　インターネットによる人権侵害の問題

   13　北朝鮮当局による拉致被害者及びその家族の人権問題

   14  ホームレスに関する問題

   15　性同一性障害者や同性愛者などのLGBTに関する問題

   16　東日本大震災被災者及び東京電力福島原発事故に伴う被爆者にかかる風評被害等に

　　　　関する問題

　 17　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問　２３ あなたは、人権尊重の社会を実現するために、どのような啓発広報活動が効果的だと思い

ますか。（○はいくつでも）

　　１　テレビ・ラジオ

　　２　新聞広告や記事

　　３　村の広報紙

　　４　映画・ビデオ

　　５　パンフレット・ポスター

　　６　ホームページ・Eメール・ツイッター（SNS)など

　　７　講演会や講義形式の研修会・学習会

　　８　ワークショップ形式（専門家をまじえた少人数の討議・活動）の研修会・学習会

　　９　相互の理解を深めるための交流会

   10　障がいのある人や高齢者などの疑似（ぎじ）体験会

   11　人権問題に関する小説・作文・標語などの募集

   12　人権問題をテーマとしたイベント（講演会・コンサート・パネル展示などを複合的に実施）

   13　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

   14　わからない
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問　２４ 佐那河内村では、広報さなごうちの中で人権教育啓発シリーズを掲載していますが、あなたは

どの程度読んでいますか。（○は１つ）

　　１　いつも読む

　　２　ときどき読む

　　３　ほとんど読まない

　　４　まったく読まない

　　５　そのような記事があることを知らない

問　２５ あなたは、人権擁護委員の制度を知っていますか。

　　１　知っている 問２５－１へ

　　２　知らない 問２６へ

問　２５－１　　問２５で１を選ばれた方にお尋ねします。

　　 人権擁護委員の活動について、あなたが知っていることを選んでください。

　　 (○はいくつでも）

　　１　人権擁護委員という言葉は聞いたことがあるが、活動の内容については知らない

　　２　相談活動（毎月第２月曜日に人権相談を実施している）

　　３　啓発・広報活動

　　４　救済活動
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問　２６ 人権尊重の社会を実現するには、村民一人ひとりが、どのようなことを心がけて行動すべき

だと思いますか。（○はいくつでも）

　　１　人権に関する正しい知識を身につけること

　　２　非合理な因習や風習、誤った固定観念にとらわれないこと

　　３　自分の権利について理解し、正当な権利について主張すること

　　４　自分の権利ばかりではなく他人の権利を尊重すること

　　５　自分の生活している地域を大切にすること

　　６　家庭内での家族の権利を大切にすること

　　７　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　８　特にない

　　９　わからない

【その他】

【自由記入欄】　日頃人権問題について考えていることや気付いたことを自由にお書きください。

お忙しいところ、ご協力ありがとうございました。
調査票は、返信用封筒に入れご返送ください。（切手は不要です）
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　　参　考　資　料

【同和問題】

同和問題 自然には解決しません

未だ解消していません。

【女性の人権】

【子どもの人権】

子ども　　未来をだれに託しますか？

【高齢者の人権】

高齢者　　高齢者がくらしやすいむらに！

　急速な高齢化によって介護を必要とする人が増加する中、高齢者に対する身体的・精神的虐待や

介護放棄、財産権の侵害などが起きています。佐那河内村では、「佐那河内村地域包括支援センタ

ー」（０８８－６７９－３３８３）、もしくは「佐那河内村役場健康福祉課」（０８８－６７９－２９７１）が、高齢

者に関するさまざまな相談を受け付けています。

　雇用環境の悪化や地域の連帯感の希薄化が進み、地域社会の変化等を背景とした養育力の不足

している家族の増加などから、子どもへの虐待が深刻化しています。近隣住民が子どもへの虐待を

認識した際には「徳島中央こども女性相談センター」（０８８－６２２－２２０５）、もしくは「佐那河内村役

場健康福祉課」（０８８－６７９－２９７１）への通報が義務付けられています。

　更に、学校でのいじめや不登校などは教育面だけでなく、社会的にも重要な問題です。

女性　　男女が共にいきいきと

　依然として女性差別意識（固定的な性別役割分担意識、男性中心の慣習など）が残っています。

職場では改正男女雇用機会均等法などによって改善が進んでいますが、まだまだ女性管理職の登

用が少ないのが現状です。また、配偶者からの暴力やモラル・ハラスメント、交際相手からのリベンジ

ポルノなど女性に対する人権侵害が社会問題となっています。

　平成２８年１２月１６日「部落差別の解消の推進に関する法律（部落差別解消推進法）」が施行されま

した。この法律は、現在もなお部落差別が存在するとともに、情報化の進展に伴って部落差別に関す

る状況の変化が生じていることを踏まえ、部落差別の解消に関し基本理念を定め、並びに国や地方

公共団体の自治体の責務を明らかにすることにより、部落差別の解消を推進することを目的としてい

ます。

　同和問題は、同和地区（被差別部落）と呼ばれる地域の出身者であること、あるいは住んでいること

を理由に結婚を反対する、就職や日常生活のうえで様々な差別をするなど、日本固有の人権問題で
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